
月野尾天満宮にて

広 報

2003（平成15年）

あした いのち

未来創造

かがやけ

ひじかわ ー月

8
 

3
号

2
 

●町報
・障害者の新ししヽ支援費制度…………… 5
•町議会12 月定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 6 ~ 7 
・出生祝しヽ金等の支給開始 ・ ・・・・・ ・ ・・...…• •• 8 
・合併協議会だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •10

●森林組合だより
・交付金事業のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

●公民館韓‘
・健康マフソン・駅伝大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
•生涯学習ボランティア募集……………16

●社協だより
・社協の合併につしヽ て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18

町民の動き
人口… 3,126人(-5) 

男… 1,496人(-2) 

女… 1,630人(-3) 

世帯数
…1,084世帯(-4) 

（平成14年12月31日現在）

平
成
の
元
号
に
な
っ
て

15
年
目
の
春
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

元
日
に
は
年
の
神
（
五
穀
豊
穣
の
神
と
祖
先
の
霊
）
を
迎
え
、
無
病
息

災
、
家
内
安
全
、
大
願
成
就
等
を
願
っ
て
地
元
の
神
社
や
お
寺
へ
初
も
う

で
を
さ
れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
は
ひ
つ
じ
年
で
す
。
こ
の

1
年
が
羊
毛
の
よ
う
に
ウ
ー
ル
な
温
か

い
1
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

今
月
号
の
主
な
内
容

咋 唸
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おもちはこうやってもむのよ

，
 ‘、̀

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
体
験

喜
多
郡
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
親
子
が
手
打
ち
う
と
ん
も

喜
多
郡
内
の
母
子
寡
婦
福
祉
会

の
親
子
70
人
が

12
月
1
日
、
予
子

林
の
体
験
交
流
館
に
集
ま
り
、
も

ち
つ
き
、
手
打
ち
う
ど
ん
、
に
ぎ

り
寿
司
、
お
に
ぎ
り
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、

2
年
に

1
回
開

催
さ
れ
る
若
年
母
子
家
庭
育
成
事

業
で
、
今
回
は
肱
川
町
が
当
番
と

な
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
午
前
9
時
30
分
に
各

地
区
か
ら
集
合
し
、
親
子
が
そ
れ

ぞ
れ
体
験
し
た
い
行
事
に
挑
戦
、

で
き
た
手
打
ち
う
ど
ん
や
お
に
ぎ

り
は
、
竹
製
の
お
わ
ん
や
お
皿
に

盛
り
つ
け
ま
し
た
。

． 

子
供
た
ち
は
元
気
に
餅
つ
き
を

楽
し
み
、
お
母
さ
ん
方
は
初
め
て

の
手
打
ち
う
ど
ん
に
取
り
組
み
、

形
は
不
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
も
の
の
、

味
は
最
高
の
で
き
あ
が
り
で
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
素
人
が
作
っ
た

と
は
思
え
な
い
よ
う
な
に
ぎ
り
寿

司
、
鯛
や
ハ
マ
チ
の
活
け
作
り
が

試
食
会
場
を
よ
り
一
層
盛
り
あ
げ
、

楽
し
い
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
食
会
が
終
わ
る
と
、
郷
土
文

化
セ
ン
タ
ー
の
風
の
り
広
場
に
移

動
し
、
子
供
た
ち
は
お
も
し
ろ
自

転
車
に

1
時
間
ほ
ど
試
乗
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

< 
し

今`、

手打ちうどんに挑戦

駐在所連絡協議会が奉仕作業
中学校周辺の落ち葉を清掃

落
ち
葉
を
は
き
集
め
る

駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
会
員

肱
川
地
区
駐
在
所
連
絡
協
議
会
会

昌
に
よ
る
奉
仕
作
業
が

12
月
20
日、

肱
川
中
学
校
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
警
察
と
地
域
住

民
の
交
流
、
意
見
交
換
を
適
し
て
、

事
件
、
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
の

確
保
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
勒
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
会
員

13
人
に
警
察
署
か

ら
4
人
が
加
わ
リ
、
中
学
生
の
通
学

路
（
鹿
野
川
＼
ダ
ム
堰
堤
）
の
落
ち

葉
清
掃

、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
—
磨
き
等
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
後
に
は

道
路
脇
や
倒
溝
に
堆
積
し
て
い
た
落

ち
葉
も
す
っ
き
リ
し
、
気
持
ち
の
い

い
適
学
路
に
な
リ
ま
し
た
。

縁起がよいと期待

15個鈴なりのユズ

岩
仲
作
夫
さ
ん
（
大
和
）
方

の
ユ
ズ
の
木

(
6
年
生
）
に

15

個
も
実
の
付
い
た
ユ
ズ
が
な
リ

ま
し
た
。
今
ま
で
に
も

7
S
8

個
の
実
を
付
け
た
ユ
ズ
は
何
度

か
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
は
初

め
て
と
か
。

黄
色
（
金
色
）
の
物
は
縁
起

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で

「
何
か
良
い
こ
と
の
前
兆
で
は
」

と
岩
仲
さ
ん
は
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
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プレゼン トを受け取るぽっぽ園児

初めてのもちつきを体験する分校生

大洲高校肱川分校生が
ほっほ園で餅つき大会

～肱流苑利用者とも交流～

大
洲
高
校
肱
川
分
校
の
生
徒

35
人
は

12
月
10
日
、
ぽ

っ
ぽ
園
の
園
児

・
肱
流
苑
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

．餅
つ
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

分
校
生
の
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
—
ス
が
ぽ
っ
ぽ
園
に

登
場
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
、
ぽ
っ
ぽ
園
の
園
児

全
昌
で
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初

は
園
児
た
ち
を
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
分
校
生
で
し
た

が
、
餅
つ
き
大
会
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
、
上
着
を
着
せ

た
リ
手
を
つ
な
い
だ
リ
と
、
と
て
も
頼
リ
に
な
る
お
兄

さ
ん
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
‘
肱
流
苑
の
利
用
者
と
合
流
し
、
い
よ
い
よ

餅
つ
き
大
会
で
す
。
う
す
と
き
ね
を
使
っ
て
の
餅
つ
き

は
初
め
て
と
い
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
鮮
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
肱
流
苑
の
参
加
者
の
餅
を
丸
め
る
華
麗
な

手
さ
ば
き
に
は
、
生
徒
も
敬
員
も
圧
倒
さ
れ
、
見
と
れ

て
い
ま
し
た
。

分
校
生
に
と
っ
て
は
学
校
の
中
で
は
で
き
な
い
経
験

が
で
き
、
発
見
の
多
い
楽
し
い
行
事
に
な
リ
ま
し
た
。

肱川中3年生が 原出iしを依：験！ 幼稚園が合同で
クリスマスお楽しみ会

踊りを披露する中野幼稚園の園児

町
内

4
つ
の
幼
稚
園
が
合
同

で
12
月
10
日
公
民
館
で
お
楽

し
み
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
幼
稚
園
が
順
番
に
歌
や

踊
リ
を
披
露
し
、
先
生
方
に
よ

る
紙
芝
居
や
影
絵
に
は
感
動
し

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
先
生

2
人
が
扮
し
た
ウ
サ

ギ
と
パ
ン
ダ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
、
大
谷
幼
稚
園
の
お

母
さ
ん
方
手
作
リ
の
カ
レ
ー
を

食
べ
て
お
楽
し
み
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

肱
川
中
学
校
の

3
年
生

30
人

が

1
月
27
日
、
炭
窯
か
ら
の
炭

出
し
を
体
験
し
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
全
員
炭
の
粉
を
吸
わ

な
い
よ
う
に
と
マ
ス
ク
と
タ
オ

ル
で
の
完
全
防
偶
体
制
で
臨
み

ま
し
た
。

昨
年
は
、
ク
ヌ
ギ
で
し
た
が
、

今
年
の
原
木
は
カ
シ
の
木
で

す
。
1
月
1
日
に
失
入
れ
を
行

い
、
こ
の
日
、
約
4
2
0
k
g
の

良
質
な
肱
川
炭
が
出
来
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
こ
の

日
の
作
業
は
、
自
然
に
直
接
触

れ
る
数
少
な
い
体
験
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
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清
流
の
里
ひ
じ
か
わ

え

み

ゆ

i

恵
水
遊

►
 餅まきに手を伸ばす来場者

今宮沙貴ちゃんと美貴ちゃんによる「二人草」の踊り

道
の
駅
「
清
流
の
里
ひ
じ

か
わ
」
と
、
商
業
組
合
「
恵

水
遊
」
で
は

12
月
7
日
と

8

日
の

2
日
間
、
オ
ー
プ
ン
ー

周
年
を
記
念
し
て
福
引
き
セ

ー
ル
や
惑
謝
セ
ー
ル
、
野
菜

出
荷
組
合
に
よ
る
野
菜
の
サ

ー
ビ
ス
等
を
行
い
ま
し
た
。

7
日
は
小
雨
の
中
、
餅
つ

き
の
実
演
販
売
、
あ
き
た
こ

►
 

ォ
L
プ
ツ

1

,^
ツ

商
業
組
合

道

の

駅

▼ 

▼ 

ま
ち
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米

試
食
、
銀
杏
の
つ
か
み
取
り

等
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら
は

正
山
小
学
校
児
童
に
よ
る
勇

壮
な
正
山
太
鼓
の
演
奏
、
踊

り
の
愛
好
者
に
よ
る
華
麗
な

舞
踊
と
続
き
、
餅
ま
き
で
は

3
斗
の
餅
が
ま
か
れ
ま
し

た
。
8
日
は
手
作
り
甘
酒
の

サ
ー
ビ
ス
や
手
作
り
コ
ン
ニ

ャ
ク
の
販
売
が
行
わ
れ
、
甘

酒
を
飲
ん
だ
人
は
「
体
が
温

ま
る
」
と
好
評
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
に
よ
り
、
道
の
駅
が
今

ま
で
以
上
に
利
用
者
に
喜
ば

れ
る
施
設
と
し
て
発
展
し
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

正山太鼓の演奏
佑り

好
評
だ
っ
た
甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス
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これまでの障害者福祉サービスは、

行政がサービス内容を決める「措置

制度」が中心でした。

平成15年4月1日からは、障害を持

つ人が自分で必要なサービスを選択

し、事業者や施設と契約を結ぶ「支

援費制度」がはじまります。

～障害のある方がいきいきと生活できる社会に向けて～

支

国の役割 利用者

制度の円滑な運営を

支援します。

都道府県の役割

制度の円滑な運営を

支援します。また、

事業者・施設の指定

および指導、監督を

行います。

⑥支援費の請求

｀ ⑦支援費の支払い

平成15年4月スタート

口基本的な仕組み

①障害者福祉サービスの利用を希望される方

は、町に支援費支給の申請を行います。

②町は、支給を行うことが適切であると認め

るときは、支給決定を行い、申請者に通知

します。

③申請者は、県や中核市などの指定を受けた

指定事業者・施設と契約し、障害者福祉サ

ービスを利用します。

④障害者福祉サービスを利用したときは

•利用者は、指定事業者・施設に対して、利

用者の負担能力に応じて定められた利用者

負担額を支払います。

•町は、サービス費用の全額から利用者負担

額を控除した額を支援費として支給しま

す。（支援費は指定事業者・施設が代理受

領することとなります。）

ス
ビす

ま一
サれ一

るわ一`ヽノ
一スす行一

ーヒ用

ぉ―
――利

ど一
一サて

来一
一るし

ーす所＂疋一
ょ一用入

一利にて一
几又一で’

一宅施つ一
在

-（援ス一
ビ

＿― 
一援支

サ―
一支等

一舌練-‘̀IIIの―
―生圃也

一宅設の一
＿居施そ―

-*＊※-

一支援費制度の対象となるサービス
rー1191IIIIIII,9ーー1ー—_IIlIIIII_L

身体障害者 知 的 障 害 者 障 害児

身体障害者居宅介護 知的障害者居宅介護 児童居宅介護

身体障害者デイサービス 知的障害者デイサービス 児童デイサービス

身体障害者短期入所 知的障害者短期入所 児童短期入所

知的障害者地域生活援助（グループホーム）

身 体障害者 知 的 障 害 者 障害児

身体障害者更生施設 知的障害者更生施設 児童居宅介護

身体障害者療護施設 知的障害者授産施設 児童デイサービス

身体障害者授産施設 知的障害者通勤寮 児童短期入所

心身障害者福祉協会が設置する福祉施設

平成15年4月1日からサービスを利用するためには、平成14年度中に支給決定を受ける必要がありますので、

サービス利用を希望される方はお早めに申請してください。

役場健康課（保健センター内）仕34-2MO
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一般質問に答弁する久保田町長

こ
の
水
源
税
に
関
し
ま
し

て
は
農
林
業
に
携
わ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
諸
先
輩
の
方
々
よ

り
質
問
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
農
林
業
に
経
験

も
な
い
私
が
、
こ
の
数
年
間

肱
川
町
の
山
、
ま
た
、
森
を

見
て
こ
れ
で
は
い
け
な
い

水
源
税
の
導
入
に
つ
い
て

一
一
宮
秀
一
議
員

町議会12月定例会

大洲喜多合併協議会
設置案

町
議
会
12
月
定
例
会
が

12
月
18
日、

19
日
と
2
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

16
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。今

回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
人
権
擁
護
委
員
（
中
塚
忠
氏
・
基
本

曙
美
氏
）
の
推
薦
に
つ
い
て
の
同
意
2
件
、
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
設

置
、
条
例
制
定
3
件
、
一
部
改
正
2
件
、
補
正
予
算
な
ど
で
す
。

制
定
さ
れ
た
条
例
は
、
肱
川
町
少
子
化
対
策
条
例
、
肱
川
町
介
護
給
付

費
準
備
基
金
条
例
、
肱
川
町
地
域
づ
く
り
後
継
者
自
立
支
援
対
策
条
例
。

条
例
の
一
部
改
正
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
単
純
な
労
務
に

雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
職
員
給
与
の
減
額
6
8
0
万
円
の
ほ
か
、
町

民
プ
ー
ル
解
体
整
備
工
事
費
5
5
0
万
円
、
大
谷
町
営
住
宅
改
修
工
事
費

2
5
0
万
円
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
費
1
1
0
0
万
円
、
市
町
村
合
併
対

策
費
1
7
3
万
6
千
円
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
飼
育
施
設
整
備
事
業
1
4
3
3
万

5
千
円
、
少
子
化
対
策
事
業
費
3
1
0
万
円
、
有
用
微
生
物
群

(
E
M
菌）

普
及
啓
発
事
業
費
1
5
0
万
円
、
地
域
づ
く
り
後
継
者
自
立
支
援
事
業
費

1
9
0
万
円
、
畜
産
経
営
活
性
化
事
業
費
5
0
9
7
万
3
千
円
、
県
営
事

業
負
担
金
（
国
道

・・
県
道
改
良
）

7
9
8
万
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
設
計
委

託
料
4
0
0
万
円
。

二
宮
議
員
か
ら
、
水
源
税
の
導
入
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

と
、
痛
切
に
感
じ
、
質
問
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

県
下
に
お
き
ま
し
て
は
、

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非

常
に
厳
し
く
、
放
置
林
の
増

加
や
森
林
管
理
の
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
森
林
の
持
つ
優

れ
た
諸
機
能
の
低
下
が
危
惧

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
肱
川

町
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り

ま
す
。わ

が
肱
川
町
で
は
、
肱
川

町
人
と
自
然
の
共
生
条
例
を

制
定
し
、
自
然
環
境
の
保

護
・
創
造
を
目
的
と
し
て
、

川
（
水
）
の
重
要
性
を
認
識

し
森
林
保
有
に
よ
る
水
源
涵

養
等
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

荒
廃
森
林
の
公
益
的
機
能
を

回
復
す
る
た
め
に
必
嬰
な
間

伐
、
保
育
な
ど
の
整
備
事
業

に
膨
大
な
費
用
が
か
か
り
、

思
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

県
に
お
き
ま
し
て
は
、
森

林
蘇
生
元
年
と
銘
打
っ
て
水

源
の
森
づ
く
り
に

72
億
円
を

財
源
化
さ
れ
、
肱
川
流
域
に

お
い
て
も
そ
の
恩
恵
を
受
け

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
重
信
川
流
域
に
菫
点
を

お
か
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
事
を
踏
ま
え
、
先
の
議

員
大
会
に
お
い
て
、
水
源
税

の
創
設
を
呼
び
か
け
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
不
透
明
で
す
。

お
隣
の
高
知
県
に
お
い
て

は
、
全
県
下
で
取
り
組
み
を

さ
れ
、
約

90
万
人
の
県
民
の

理
解
と
、
そ
の
事
務
手
続
き

に
相
当
な
時
間
を
費
や
し
一

歩
進
ん
で
い
ま
す
。
な
お
先

日
、
新
聞
等
の
発
表
で
は
来

年
度
か
ら
森
林
環
境
デ
ー
と

し
て
導
入
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

先
日
加
戸
知
事
が
、
今
ま
で

は
補
助
金
あ
り
き
の
事
業
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各

市
町
村
で
何
を
す
る
べ
き
か

を
見
極
め
、
そ
し
て
、
事
業

を
起
こ
し
て
い
く
手
法
を
と

る
べ
き
だ
と
述
べ
て
お
ら
れ

ま
す
。こ

の
手
法
は
、
上
か
ら
下

へ
の
時
代
か
ら
下
か
ら
上
へ

の
時
代
に
変
わ
っ
て
い
く
事

で
あ
り
、
人
口
も
少
な
く
、

農
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
住

民
が
ほ
と
ん
ど
の
肱
川
町
に

い
ち
早
く
水
源
税
を
取
り
入

れ
、
そ
の
税
を
県
民
税
と
同

様
に
県
に
納
付
し
、
そ
れ
か

ら
森
林
整
備
事
業
に
充
当
し

て
い
た
だ
く
方
法
だ
と
考
え

ま
す
。
愛
媛
県
に
お
き
ま
し

て
は

2
年
後
を
目
安
に
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
が
、
肱
川
町

が
先
陣
を
き
っ
て
税
導
入
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
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[
町
長
]

水
源
税
の
導
入
に
つ
い
て

前
向
き
な
ご
提
言
を
賜
リ
誠

に
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
高
知

県
で
は
新
税
制
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
意
見

交
換
会
の
開
催
な
ど
水
源
税

の
導
入
に
向
け
て
種
々
の
取

ヽ
~
゜

r

っ
カ町

長
の
所
見
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

リ
組
み
が
な
さ
れ
て
お
リ
、

平
成
15
年
度
か
ら
森
林
環
境

税
を
導
入
す
る
と
の
発
表
が

先
日
あ
リ
ま
し
た
。
ま
た
、

福
岡
市
な
ど
で
も
水
源
保
全

基
金
な
ど
の
名
目
で
徴
収
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い

ま
す
。

愛
媛
県
に
お
き
ま
し
て

も
、
放
置
森
林
の
適
正
な
管

理
を
目
的
と
し
て
、
愛
媛
の

森
林
基
金
に
委
託
し
、
森
林

管
理
受
託
事
業
を
平
成
14
年

度
か
ら
実
施

し
て
お
リ
、

そ
の
財
源
に

つ

い

て

は

国
・
嗅
の
造

林
補
助
金
の

ほ
か
嗅
内
の

各
市
町
村
が

人
口
割
リ
や

面
積
割
リ
に

よ
リ
按
分
し

て
負
担
す
る

こ
と
と
し
て

お
リ
、
個
人

徴
収
で
は
あ

リ
ま
せ
ん
が

徐
々
に
森
林

の
公
益
的
機

能
を
、
そ
の

受
益
に
応
じ

て
負
担
を
し

て
い
く
体
制

が
出
来
つ
つ
あ
る
と
存
じ
て

お
リ
ま
す
。

肱
川
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
水
源
涵
養
機
能
の
保
全

充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
10

年
度
か
ら
大
谷
地
区
に
お
い

て
水
源
地
域
整
備
事
業
を
実

施
し
て
お
リ
、
現
在
、
予
子

林
、
中
津
地
区
を
対
象
に
、

集
落
水
源
山
地
整
侮
事
業
を

要
望
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
提
言
の
あ
リ
ま
し
た
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
趣
旨
は

良
く
理
解
で
き
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
税
の
導
入
と

な
リ
ま
す
と
、
ま
ず
町
民
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

リ
ま
す
。

現
在
、
愛
媛
県
で
も
平
成

16
年
度
導
入
に
向
け
て
検
討

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
の

で
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
、

凛
の
指
導
を
得
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
周
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
年
8
月
1
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
市
町
村
知

事
陳
情
に
お
い
て
当
町
よ
リ

要
望
し
て
お
リ
、
加
戸
知
事

さ
ん
よ
リ
先
ほ
ど
の
回
答
を

得
て
お
リ
ま
す
。

◎納税柑談のこ‘案内◎

平成14年分所得税確定申告納税相談

；丁悶::1 2月17日:) ～3:10日（月）

場所

肱川町役場3階（第2会議室）

平成15年度町県民税申告納税相談

●申告相談時間●

午前 9時～12時まで

午後 1時～ 4時まで

（土・日・祝日は休みます）

相談地域 期 日 場 所

予子林 3月3日（月）午前 9時～12時まで 公民館予子林分館

岩 谷 3月3日（月）午後 1時30分～ 4時まで 公民館岩谷分館

正 山 3月4日（火）午前 9時～12時まで 公民館正山分館

宇和川 3月4日（火）午後 1時30分～ 4時まで 山槌集会所

大 谷 3月5日（水）午前 9時～午後 3時まで 公民館大谷分館

中 央 2月17日（月） ～3月10日（月）※但し3月3日～3月5日までは除く 。 肱川町役場 3階

町内全域 時間 午前 9時～12時まで 午後 1時～ 4時まで（土・日・祝日を除く） （第2会議室）

●お問い合わせ先● 役場 窓口課（ft34-2311)

ワI広報ひじかわ 238号



出生祝い金

支給制度

結婚祝い金

支給制度

住宅整備
助成金

支給制度

（
 

平成14年の12月定例会で肱川町少子化対策条例及び肱川町地域づくリ後継者自立支援対策

条例が可決されました。この条例は肱川町の少子化対策事業及び定住対策事業の一環として 、

肱川町に住所を有する方で、次に該当する方々にお祝い金を支給しようとするものです。

これらの制度は平成14年の4月1日から適用となっておリます。

申請手続き等詳しくは、それぞれの担当課へお周い合わせください。

1補助金種別 支給対象等 補助金額 条件等 担当課

I 

第 2子出生 10万円

出生祝い金
・受給前肱川町に引き

続き 6ヵ月以上在住
第 3子出生 20万円

（現に居住）
窓口課

<透`\— I ) 

第 4子出生 30万円
・受給後 5年以上肱川

町に定住
第 5子以上出生 50万円

結婚祝い金

疇
婚姻年度の 4月 1日現在45歳

．婚姻後 5年以上肱川

未満
10万円 E13Jに定住 創造課

• 同一人につき 1 回限リ

住宅整備助 ・整偶年度の 4月 1日現在45

成金
歳未満

・結婚前 3年以内又は結婚後 30万円 •同一人につき 1 回限り 創造課

看 5年以内に住宅を整借

・ 500万円以上の新築 ・増改築

2003. 1 I a 



●空洞化で年金はつぶれるか●

井の中の蛙、大海を知らす

う
ん
、

年
金
は
ど

ア
テ
に

な
ら
な h

・

じ
や
あ

キ
ミ
も

納
め
て

な
い
の
？

な
ー
ん
だ

み
ん
な

仲
間
だ
な

、、、
ノ
ノ
'
/

ご゚
ぞ、経

ヘ

＾ 
-

• 
•一

r 

鸞:==......___
：：：虚冨.,9-ミ-

一
ボ
ク
た
ち
み
ん
な

年
金
も
ら
え
ま
ぁ
ー
す

国民年金の未加入者・未納者は全体の5%。95%
の国民はきちんと保険料を払ったリ手続きをしてお

リ、一郁の報道でいわれる「空洞化」はあリません。

将来、無年金となってしまう人がでないよう、国と

しては徹底して保険料納付を働きかけていきます。

所得税の確定申告説明会

大洲税務署では、所得税の確定申告説明会を次の

とおり大洲市と内子町で開催いたします。

対象者は、当日、必要な書類が揃っていれば、申

告することもできますのでぜひご来場ください。

0対象者

・給与受給者で住宅借入金等特別控除を申告され

る方

・受給している年金の申告が必要な方

0会 ．場

【大洲市】大t州市総合福祉センター

平成15年 2月 3日（月） ～ 5日（水）

【内子町】内子町就業改善センター

平成15年 2月10日（月） 1日限り

0開催時間（いずれの会場も）

午前 9時30分～11時30分

午後 1時 ～午後 4時

※お問い合わせ先

大洲税務署個人課税部門 合 24-3115

悪質な貸金業者にこ‘注意！

電柱等に違法広告物を掲示し、法外な高金利融資

や強引な取立を行う悪質な業者による被害が増加し

ています。一般的な貸金業者の貸付上限利率は、出

資法により年率29.2％となっています。返済方法等

の説明や契約書等の交付を行わない業者からは借り

ないようにしましょう。

お問い合わせ先

0県庁中小企業課

合 089-941-2111（内線3232)

〇八幡浜地方局商工労政課

合 0894-22-4111

0県警察本部

（フリーダイヤル 0120-31-9110)

0大洲警察署匹 25-1111

〇四国財務局松山財務事務所理財課

乞 089-941-7185

0肱川町役場健康課匹 34-2340

91広報ひじかわ 238号



“, ゜法定の大i州喜多合併協議会設置にむけて、11月13日 ・14日に第3回大洲喜多合併推進協議会を、 12月2日に

第4回大洲喜多合併推進協議会を開催しました。

（
 

大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
委

員
、
幹
事
会
幹
事
及
び
事
務
局
職
員

は
、
既
に
法
定
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
2
つ
の
協
議
会
を
訪
ね
、
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

任
意
協
議
会
か
ら
法
定
協
議
会
に

移
行
し
た
経
緯
や
協
議
会
の
運
営
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
各
委
員
か
ら
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
今
後
の
協
議
に
貰
重
な
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【研
修
地
及
び
研
修
内
容
】

〈
大
阪
府
富
田
林
市

・
太
子
町

・
河

南
町

・
千
早
赤
阪
村
合
併
協
議
会
〉

法
定
協
議
会
の
学
識
経
験
者
の
人

選
方
法
や
協
議
状
況
の
住
民
周
知
方

法
、
協
議
会
が
停
滞
し
て
い
る
現
状

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〈
兵
庫
県
洲
本
市

・
津
名
町
・
五
色

町

・
一
宮
町
合
併
協
議
会
〉

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
柱
と
し
て

I
T
（
情
報
通
信
技
術
）
と

I
S
O

9
0
0
l
（
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
保
証

と
顧
客
満
足
）
を
活
用
し
、
合
併
後
、

錮

大
洲
喜
多

第

合

併
推
進
協
議
会

協

議

大
洲
喜
多

合
併
推
進
協
議
会

す
べ
て
の
公
共
施
設
で
窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
広
域
公
共
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

回4
 

第次
の
協
議
事
項
は
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

0
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
小
委
員
会

設
置
に
係
る
基
本
方
針
（
案
）に
つ

い
て

住
民
の
関
心
が
特
に
高
く
、
慎
重

な
協
議
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
協
議

項
目
に
つ
い
て
、
次
の
小
委
員
会
の

設
置
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

【設
置
予
定
の
小
委
員
会
】

◆
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

◆
新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
検
討
小

委
員
会

◆
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

0
第
1
回
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の

開
催
に
つ
い
て

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
（
法
定
）

の
第
1
回
目
の
会
議
開
催
計
画
を
次

の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。
な
お
、
今

後
、
会
場
は
、

4
市
町
村
の
持
ち
回

り
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◆
日

時

平

成
15年
1
月
8
日

午
後
2
時
か
ら

◆
場
所
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

0
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会
の
解

散
に
つ
い
て

任
意
の
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議

会
は
、
法
定
の
大
洲
喜
多
合
併
協
議

会
の
設
置
に
伴
い
、
出
納
整
理
等
の

残
務
処
理
を
行
っ
た
後
、
解
散
し
ま

す
。

0
新
市
将
来
構
想
及
び
新
市
建
設
計

画
策
定
業
務
実
施
要
領
に
つ
い
て

計
画
期
間
を
10
か
年
と
す
る
新
市

の
将
来
構
想
及
び
建
設
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【新
市
将
来
構
想
】

合
併
後
の
姿
を
、
新
市
の
長
期
計

画
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
等
で
示
し
、

住
民
に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る

も
の
で
す
。

【
新
市
建
設
計
画
】

新
市
将
来
構
想
や

4
市
町
村
の
基

本
構
想
を
踏
ま
え
て
、
財
源
の
裏
づ

け
の
あ
る
具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込

ん
だ
計
画
で
す
。

0
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
等
業
務
実
施

要
領
に
つ
い
て

合
併
に
関
す
る
情
報
を
広
く
提
供

す
る
こ
と
で
、
住
民
の
意
見
等
を
収

集
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
最
新
情
報

の
提
供
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
慮
し

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報

告

＜ c::, 

合併に関するご意見・ご質問

がありましたら、合併推進協議

会事務局までご連絡ください。

大洲喜多合併推進協議会事務局

〒795-0012
大洲市大洲891番地の1
大洲市民会館

TEL 0893-23-0234 
FAX 0893-23-0233 
E-Mail ozukita@cnw.ne.jp 

-"闘贔＂`
4
市
町
村
の
職
員
を
対
象
に
、
事

務
事
業
現
況
調
査
業
務
と
新
市
例
規

策
定
業
務
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
、

2
7
1
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
現
況
調
査
業
務
】

4
市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
、
事

務
を

一
元
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
項
目
は
、
約
1
0
0
0
i
2
0
0

0
項
目
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
す
り
合
わ
せ
を
行
う
た
め
の
資
料

の
作
成
手
順
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
資
料
は
協
議
会
で
の
基
礎
資

料
と
な
り
、
新
市
将
来
構
想
等
に
も

反
映
さ
れ
ま
す
。

【
新
市
例
規
策
定
業
務
】

新
設
合
併
し
た
場
合
、
各
市
町
村

の
条
例
等
は
失
効
す
る
た
め
、
新
市

の
条
例
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
市
の
例
規
策
定
業
務
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
調
整
手
順
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
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今
月
の
板
書

＝証明書類ご提示のお願い＝

郵便局では、「金融機関等による顧客等

の本人確認等に関する法律」が施行される

ことに伴い、平成15年1月6日から口座を

開設される時や大口の現金取引をされる時

は、お客さまからお名前、ご住所、生年月

日の入った公的機関の発行した証明書類を

提示していただき、ご本人であることを確

認させていただきます。

なお、既にお持ちの適帳や□座、また、

貯金証書につきましても、当該遅帳を使用

して200万を超える大0の現金取引 （新た

な預け入れや払戻し、解約）をされる時は、

改めて公的機関の発行した証甲書類のご提

示をお願いしますので、ご協力くださいま

すようお顆いいたします。

＊詳しくは郵便局へおたずねください。

食糧モニター募集
あなたの意見を食糧行政へ

食糧事務所では、食糧の流逹消費などに関心

のある主婦を対象に、平成 15年度の食糧モニ

ターを募集します。

このモニター制度は 、食糧の流遅及び消費な

どについて消費者の方々のご意見やご要望をお

間きし、合後の食糧行政に役立てることを目的

としています。

食糧囲題に関心のある方の、積極的なご応募

をお待ちしています。

22人 (2人以上の世帯の主婦）

・年2回程度のアンケート調査

・意見要望がある時に過信用紙など

で随時連絡。

平成15年1月20日～2月ワ日
＊応募者多数の場合は、地域バランス等を

考慮のうえ選考させていただきます。

＊決定通知は本人へ直接行います。

お問い合わせ・ご応募は

〒ワ95-0064 大う州市東大洲111250-1
高松食糧事務所愛媛南予支所

合 0893(24) 4195 

募集人員

内 容

申込期間

·. • 

I住宅防火安心マーク 1

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
多
く
は
、
『
逃

げ
遅
れ
』
が
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
火
災
か
ら
大
切
な

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

住
宅
に
適
し
た
防
災
機
器
を

備
え
、
火
災
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要

で
す
。
防
災
機
器
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
検
討
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

消
火
器
や
火
災
警
報
器
、

安
全
装
置
付
き
の
ガ
ス
こ
ん

．ろ
や
暖
房
器
具
、
そ
し
て
、

火
が
燃
え
広
が
り
に
く
い
防

炎
の
布
団
や
カ
ー
テ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
購
入
さ
れ
る
と
き

は
、
「
住
宅
防
火
安
全
マ
ー
ク
」

を
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
に
お
け
る
防
火
対

策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

は
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご

近
所
ぐ
る
み
で
、
『
火
の
用
心
』

を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
へ
の

気
配
り
な
ど
、
「
防
火
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
防
災
機
器

や
ガ
ス
器
具
な
ど
の
販
売
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪

問
販
売
に
は
、
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

寝ている時も安心だね。

亨

苔l住宅用火災警報器

備
え
て
い
ま
す
か
「
住
宅
用
防
災
機
器
」

住
宅
の
防
火
対
策
に
つ
い
て

川上支署

1 1 I広報ひじかわ 238号
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ん

．こ
ん
に
ち
は
。
私
の

特
技
は
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
と
で
も
す

ぐ
に
お
友
達
に
な
れ
ち

ゃ
う
こ
と
で
す
。
す
ご

い
で
し
ょ
。
毎
日
パ
ワ

ー
全
開
だ
よ
。
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こ
ん
に
ち
は
、
も
も

こ
で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん

達
と
セ
ー
ラ
ー
ム
—
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．
．
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ご
っ
こ
を
し
た
リ
し
て

、．
 

遊
ん
で
い
ま
す
。
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メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
ち
ゃ

-
・ヽ

ん
が
大
好
き
で
、
メ
ロ

[．
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ン
を
食
べ
る
時
は
メ
ロ
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ロ
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な
リ
ま
す
。

~
．
 
．
 
．
 

鼻

．
 

父

忠

幸

さ

ん

[．
 

母

こ

す

え

さ

ん

・・．
 

．
 

••••• 

a
;e'
 
．．．．．．．． 
;:'し

社
会
の
高
齢
化
が
進
む

な
か
で
、
痴
呆
性
高
齢
者

は
年
々
増
加
し
て
お
リ
、

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き

リ
で
な
い
痴
呆
性
高
齢
者

の
数
は
今
後
ま
す
ま
す
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
痴
呆
に
配

慮
し
た
住
ま
い
の
工
夫
に

よ
リ
、
痴
呆
性
高
齢
者
の

在
宅
生
活
や
介
護
の
環
境

を
整
え
る
事
が
重
要
で
す
。

従
来
、
高
齢
者
の
た
め

痴
呆
性
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い

の
住
ま
い
の
工
夫
や
改
造

は
、
加
齢
に
よ
リ
移
動
能

力
が
低
下
し
た
場
合
を
中

心
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
実
際
に
、
痴
呆
性
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
か
ら
も
、
「
住
ま
い
の
環

境
整
備
は
、
痴
呆
の
介
護

に
は
関
係
な
い
」
と
い
う

声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
歩
行
が
で
き

て
い
て
も
、
痴
呆
が
あ
る

た
め
に
転
倒
・
転
落
事
故

や
日
常
生
活
の
行
為
の
困

難
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
為
に

住
環
境
の
整
侮
が
有
効
で

あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
リ
認

識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

最
近
の
痴
呆
性
高
齢
者
の

居
住
環
境
に
関
す
る
調
査

研
究
か
ら
、
心
身
の
状
態

安
定
や
介
護
負
担
の
幹
減

の
た
め
に
、
住
ま
い
の
環

境
整
偶
は
必
要
で
あ
リ
、

効
果
的
で
売
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

痴
呆
の
進
行
は
身
体
機
能

低
下
を
伴
う
こ
と
も
、
調

査
報
告
か
ら
も
甲
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
配
慮
事
項
と
工
夫

1
安
全
性
の
確
保

⑦
室
内
の
整
理
整
頓
を
し

ょう

②
手
が
か
リ
を
固
定
し
よ
う

③
床
段
差
を
解
消
し
よ
う

①
危
険
物
や
貴
重
DOD
を
安

全
に
保
管
し
よ
う

2
痴
呆
が
あ
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
生
活
空
間
つ

く
り

①

―
つ
の
階
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う

②
イ
ス
座
の
生
活
に
し
よ
う

③
家
族
の
顔
が
見
え
る
居

場
所
を
つ
く
ろ
う

痴
呆
の
状
態
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
住
ま
い
の
工
夫

は
状
態
に
合
わ
せ
て
、
効

果
を
確
か
め
な
が
ら
取
リ

組
み
ま
し
ょ
う
。
痴
呆
の

進
行
段
階
に
合
わ
せ
て
、

配
慮
や
工
夫
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
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森林整備地域活動支緩交付金事業

〇上記の事業でどんなことが出来るの？

①森林の現況調査

（施業の実施区域、作業方法を決定するための林木生育状況等の調査）

②施業実施区域の明確化作業

（施業実施区域界の刈り払い、境界杭の設置等）

③歩道の整備等

（施業箇所に至るまでの作業道や歩道の刈り払い、補修。）

〇上記事業の取りまとめを、下表の通り団地代表者及び部落長に依頼しております

のでご相談いただきますようお願いいたします。

がスタートしました！

団地名 代表者名 協定者数 • 関係部落名

大谷 1 高田貞務 54 肱栄、森、大平、久保

大谷 2 寺中 勇 108 白石、影地、広常、久保

大屋敷大和 山内吉晴 51 大屋敷、大和

小 薮 堀井一男 115 小薮、大和、中野

小畑井汗生 寺尾武由 87 小畑井、汗生、萩野尾、中野

壮/‘  
} 木 久保長利 86 道野尾、嘉城、共栄

中居谷 西本資久 69 中居谷

協 生 石田利寿 48 協生

上森山 池田 清 112 上森山、山槌、八重栗

月 野尾 冨永武治 87 月野尾、見の越、京造、下上鹿野川、八重栗

敷 水 冨永和夫 73 下敷水、敷水、上敷水

菟野尾 山下光幸 36 菟野尾、橡の木瀬

嵯峨谷 下石 勲 90 下嵯峨谷、上嵯峨谷

中 津 大森廣幸 77 中津、小倉

藤野原 宮田 徹 133 柳、郷、市之畦、瓜生谷、町、藤野原

森
林
組
合
だ

り
『

I
I
I
I
I

7

林
内
作
業
車
道
の
負
担
金
が
ゼ
ロ
に
11[

-

一
●
椎
茸
原
木
林
等
負
担
金

0
%
-

i

●
杉
・
桧
林

負
担
金

1
2
.
5
%
i

ご
枇
来
2
5
％
だ
っ
た
負
担
金
が
、
右
の
通
り

一

ー
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

作業道の草刈

歩道の草刈

13 I森林組合だより



それぞれが完走の喜びを味わいました
—健康マラソン・訳伝大会—

-9
 困

、
¥il』 [

}-

ピ
ス
ト
ル
の
合
図
で

一
斉
に
ス
タ
ー
ト

12
月

8
日
間
第
20

回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
並
び
に
第

21
回
肱

川
駅
伝
大
会
が
肱
川

中
学
校
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
は
午
前

8
時
か

ら
次
々
と
受
付
を
す

ま
せ
て
医
師
の
健
康

診
断
を
受
け
、
出
発

を
待
ち
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
駅
伝

が
9
時
35
分
に
、
そ

し
て
小
雨
の
中
、

5

分
遅
れ
て
健
康
マ
ラ

ソ
ン
が

9
時
40
分
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

駅
伝
に
は
、
男
子
・

女
子

・
一
般
の
部
、

合
計
20
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た

。

ま
た
、
健
康
マ
ラ
ソ

ン
に
は
、
当
日
参
加

申
込
者
を
含
め
約
ー

6
0
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
毎
年
、
こ

の
大
会
は
町
内
の
交

通
指
導
員
を
は
じ
め
、

安
協
、
青
年
団
、
学

校
関
係
者
、
各
分
館

役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
大
勢
の
方
々
の

協
力
を
得
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
、

小
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
と
な
り
ま

し
た
が
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
た
ち
も

子
ど
も
と
一
緒
に
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
完

走
の
喜
び
を
味
わ
い

ま
し
た
。
大
会
の
結

果
は
標
記
の
と
お
り
。

肱
川
駅
伝
大
会
の
総

合
順
位
に
お
い
て
は
、

肱
中
野
球
A
が
2
年

連
続
優
勝
、
肱
中
バ

レ
ー

A
と
正
山
分
館

は
前
年
度
の
雪
辱
を

果
た
し
ま
し
た
。

第20回健康マラソン大会

lkm・ 2kmの部〈 1位〉

小学生以下

石神麻友子

久保 楓

1 kmの部

2 kmの部

小学生男子

堀内一樹

大 野 優 児

小学生女子

瀧野美咲

今宮麻衣

4 kmの部〈 1位〉

小学生

山田翔馬

今宮美貴

男子の部

女子の部

中学生

山本大介

山内亜理紗

高校生

西 野 裕 樹

白石弘美

第21回肱川駅伝大会
◇区間賞

男子の部 女子の部 一般の部

1 区
13'39 二宮健太 15'32 浅井 明 13'32 野中典理

（肱中野球A) （肱中ブラス） （山鳥坂ダム事務所）

2 区
8'20 宮岡聖也 10113 宮田さゆり 9'25 西本雅志

（肱中テニス A) （肱中バレー A) （正山分館）

3 区
7135 丸山 裕介 9110 出 水 麻 美 7156 玉井真一

（肱中野球A) （肱中バレー A) （正山分館）

4 区
4'48 冨永和宏 6122 東 昌代 5'38 桔 野 洋 介

（肱中野球A) （肱中バレー A) （肱川 FC) 

5 区
5124 黒田利信 6'14 後藤留衣 5'39 帽子幸隆

（肱中野球A) （肱中テニス A) （正山分館）

6 区
6'00 大野拓朗 7'39 松岡佐也加 6105 画本金充

（肱中テニス A) （肱中バレーA) （消防川上支署）

鹿
野
川
の
町
の
中
を
あ
っ
と
い
う

間
に
走
り
ぬ
け
る
選
手
た
ち

女子の部

肱中バレーA

肱中テニスA

肱中ブラス

優
勝
「
正
山
分
館
」

◇総合順位

三
一般の部

正山分館

消防川上支署

肱川 F.C
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うどんの早食い競争

（正山分館）

窪

フォトコンテスト

（大谷分館）

大盛況のバザー

（大谷分館）

正
山
産
業
文
化
祭

正
山
分
館
主
事

山

本

晃

12
月

1
日
間
恒
例
と
な
っ
て

い
る
正
山
産
業
文
化
祭
を
、
正

山
風
の
会
、
正
山
青
年
団
、
正

山
分
館
の
共
催
で
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
午
前
中
に
正
山

小
学
校
の
学
芸
会
と
い
う
事
も

あ
り
、
開
催
時
刻
前
に
は
、
各

バ
ザ
ー
の
売
場
は
、
長
蛇
の
列

が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、

1
時

30
分
か
ら
は
、

お
や
じ
の
会
『

P
T
A
』
会
長

瀧
野
隆
志
さ
ん
の
主
催
に
よ

り、

9
月
に
実
施
し
た
通
学
合

宿
や

P
T
A
活
動
、
野
鳥
の
写

真
の
ス
ラ
イ
ド
を
、
小
学
校
の

視
聴
覚
教
室
に
て
上
映
し
ま
し

た
。
沖
浦
賢
嗣
さ
ん
宅
で
保
護

さ
れ
て
い
た
ム
サ
サ
ビ
『
ム
ー

ち
ゃ
ん
』
の
写
真
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
大
勢
の
方
が
足
を
止
め
観

賞
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
実
施
し
た
う
ど

ん
早
食
い
競
争
は
、
会
場
の

一

番
の
注
目
と
な
り
ま
し
た
。
ダ

ン
ト
ツ
で
、

．共
栄
部
落
の
智
葉

保
さ
ん
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た

が
、
涙
目
で
ギ
ブ
ア

ッ
プ
と
な

っ
た
り
、
『
お
か
し
い
。
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
い

。
』
と
悔
し

が
ら
れ
る

一
幕
も
あ
り
ま
し

こ
。

t
 今

年
度
最
後
の
大
き
な
行
事

に
、
ご
協
力
頂
い
た
、
地
域
、

正
山
小
学
校
の
先
生
方
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

大
谷
分
館
主
事

前

田

明

弘

12
月

1
日
間
大
谷
自
治
会
恒

例
行
事
、
大
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。
こ

の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
、
大

谷
自
治
会
の
地
域
振
興
部
会
、

社
会
教
育
部
会
の
両
部
会
で
受

け
持
ち
前
日
か
ら
準
備
等
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
グ
ラ
ン

ド
の
状
態
が
悪
く
中
止
を
考
え

ま
し
た
が
、
場
所
を
変
更
し
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
農
産
物
品

評
会
で
は
、
各
家
々
の

協
力
に
よ
り
自
慢
の
野

菜
を
沢
山
出
品
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
バ

ザ

ー
に
つ
い
て
は
、
例
年

通
り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、

昼
時
に
は
順
番
待
ち
が

で
き
る
程
混
雑
し
て
お

り
ま
し
た
。

今
回
の
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
が
例
年
に
な
く
盛

大
と
な
り
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
お
手
伝
い
を
し

て
頂
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
子
林
地
区
文
化
祭

予
子
林
分
館
主
事

大

川

勇

12
月

1
日
間
予
子
林
地
区
文

化
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
数
年
前
か
ら
予
子
林
幼
稚

園

・
小
学
校
の
学
芸
会
と
同
日

開
催
と
な
っ
て
お
り
、
主
催
者

も
、
予
子
林
分
館
・
予
子
林
婦

人
会
と
予
子
林
幼
稚
園
・
小
学

校
の
合
同
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
出
し
物
は
、

学
芸
会
の
他
に
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ギ

タ
ー
弾
き
語
り
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
が
実
演
さ
れ

好
評
で
し
た
。
ま
た
、

婦
人
会
の
う
ど
ん
、

稲

荷

ず

し

の

バ

ザ

ー
、
公
民
館
ス
タ

ッ

フ
に
よ
る
居
酒
屋
公

民
館
を
開
設
し
、
お

酒
や
ビ
ー
ル
、
お
で

ん
、
焼
鳥
の
販
売
に

よ
り
午
後
の
部
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
花
の
苗

等
即
売
の
他
、
各
農

家
よ
り

1
5
5
点
に

の
ぼ
る
農
産
物
出
品

の
ご
協
力
を
得
て
展

示
、
競
り
即
売
を
実

施
し
、
最
後
に
部
落

長
さ
ん
提
供
の
餅
ま

き
を
行
い
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

農産物の品評会（予子林分館）

中
国
で
一
番
行
っ
て
み
た
い

場
所
は
、
万
里
の
長
城
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
昨
夏

26cm
の
足
跡
を
あ
の
煉
瓦
路
に

記
す
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

万
里
の
長
城
は
、

6
4
5
0

km
あ
る
そ
う
で
す
。
秦
の
始
皇

帝
が
作
り
始
め
た
も
の
ら
し
い

の
で
す
が
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
日

本
に
も
福
岡
に
防
塁
跡
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
千
数
百
年
も
か
け
て
で

き
あ
が
っ
た
も
の
だ
け
に
度
肝
を
抜
か
れ

ま
し
た
。
人
工
衛
星
か
ら
確
認
で
き
る
唯

一
の
人
工
的
な
建
造
物
と
い
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

―
つ
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
、
北

京
で
は
珍
し
い
の
だ
そ
う
で
す
が
、
大
雨

が
降
り
ま
し
て
傘
の
波
に
も
ま
れ
ま
し

て
、
ま
た
煉
瓦
道
が
急
峻
で
つ
る
つ
る
す

べ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
観
光
で
は
珍
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
人
民
大
会
堂
で
夕
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

賓
ク
ラ
ス
で
な
い
と
食
事
ま
で
は
で
き
な

い
の
だ
そ
う
で
す
。
ぼ
く
の
名
前
は
中
国

ま
で
届
い
て
い
る
の
か
と
驚
い
た
次
第
で

す
。
驚
き
つ
い
で
に
も
う
ひ
と
つ
、
「
北

京
ダ
ッ
ク
」
は
、
今
ま
で
生
き
て
き
た
中

で
最
大
に
お
い
し
い
食
べ
物
で
し
た
。
あ

の
濃
厚
な
肉
味
噌
の
香
り
は
未
だ
に
鼻
腔

の
奥
か
ら
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
そ
の
甘
辛
い
上
品
な
味
は
、
前
頭
菓

か
ら
脳
幹
間
脳
を
通
り
抜
け
脊
髄
ま
で
達

し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

噂ファインダー
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あ
な
た
の
持
ぞ／い
る
知
識
や
疲
能
を
‘

/
〗
ー
／
〗

ーハ三
生
涯
学
習
に
活
が
じ
て
み
ま
せ
ん
が
？
＾
―

町
民
の
生
涯
学
習
活
動
の

進
展
と
多
様
化
す
る
学
習
意

欲
に
対
応
す
る
た
め
に
、
生

涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
行
い
、
今
後
の
学
習
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
持
っ
て
い
る
知

識
や
技
能
を
生
涯
学
習
の
場

で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格

••
長
年
の
経
験
に
よ
り
体
得

し
た
技
術
、
技
能
、
知
識

な
ど
を
提
供
し
、
共
に
学

習
で
き
る
方

・
専
門
的
知
識
や
能
力
を
持

っ
て
い
る
方

◇
応
募
方
法

登
録
申
請
書
を
ご
提
出
＜

だ
さ
い
。
書
類
は
、
肱
川
町

公
民
館
ま
た
は
町
立
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。

◇
し
め
き
り

平
成
15
年

3
月
7
日
②

芸

術
絵
画
・
写
真
・
書
道
・
華

道
・
茶
道

芸

能
芸
能
・
民
謡
・
三
味
線
・

太
鼓
・
コ
ー
ラ
ス
・
舞
踊

教

養
幼
児
•
青
少
年
・
家
庭
・

同
和
教
育

趣

味

手
芸
・
エ
芸
・
園
芸
・
囲

碁
・
将
棋
・
俳
旬

体

育

球
技
・
格
技
・
ス
ポ
ー
ツ

生

活
料
理
•
生
活
の
知
恵

福

祉
医
学
の
知
識
•
福
祉

学
校
外
活
動

郷
土
史
・
自
然
観
賞
・
野

外
活
動
・
伝
承
遊
び

〈
応
募
先
•
お
問
合
せ
先
〉

肱
川
町
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
肱
川
町
公
民
館
内
）

6
3
4
|
2
3
0
7
 

こ
ん
な
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
持
た

れ
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
子
ど
も
さ
ん
に
読
み
聞
か

せ
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
も
し
、

あ
ま
り
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
い
よ
う
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

少
し
で
も
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
小
さ
い
と
き
の

読
み
聞
か
せ
が
、
大
き
く
な
っ

て
か
ら
、
も
の
す
ご
く
大
き
な

力
に
な
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が

す
る
か
ら
で
す
。
本
の
好
き
嫌

い
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
語
彙

人
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
幸
せ
に
な
る
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
人
生
は
す

べ
て
が
う
ま
く
い
く
と
は
限
リ

ま
せ
ん
。
以
前
読
ん
だ
本
の
中

に
次
の
様
な
言
葉
が
載
っ
て
い

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
人
生
は
ど
う
生
き
て
も
苦

し
い
も
の
だ
。
そ
の
苦
し
み
の

中
で
充
実
す
る
こ
と
が
幸
福
な

の
で
は
な
い
か
。
苦
し
み
な
が

ら
苦
し
み
の
中
で
喜
び
を
求
む 予

子

林

小

学

校

校

長

楢

面
3

読
み
聞
か
せ

の
す
す
め

図
書
委
員

肱
川
中
学
校

教
諭
大
森
た
け
子

ム口‘‘‘, 

カ
、
文
章
構
成
力
、
文
章
を
読

み
取
る
力
、
心
で
読
み
取
る
力
、

人
の
思
い
を
感
じ
取
る
力
、
人

を
思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る

心
、
豊
か
な
創
造
力
、
豊
か
な

表
現
力
、
豊
か
な
人
間
性
…
書

け
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
だ
文
字
が

わ
か
ら
な
い
、
小
さ
い
う
ち
か

ら
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

私
も
国
語
を
教
え
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
か
ら
先
は
、
心
の
問

題
と
い
う
場
面
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
い
く
ら
漢
字
を
覚
え
、
そ

の
文
章
や
詩
歌
が
読
め
、
説
明

を
聞
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
説

み
の
深
さ
に
は
、
人
に
よ
っ
て

違
い
が
出
て
き
ま
す
。
ど
の
く

ら
い
深
く
読
め
る
か
は
、
も
う
、

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

べ
き
で
は
な
い
か
」
ま
た
、
ベ

ル
ギ
ー
の
劇
作
家
、
青
い
鳥
で

有
名
な
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
が

「
幸
と
不
幸
と
の
差
は
、
そ
の

人
が
人
生
を
楽
し
く
甲
る
く
見

る
か
、
敵
意
を
抱
い
て
陰
気
に

見
つ
め
る
か
の
差
で
あ
る
」
と

も
言
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

幸
せ
と
不
幸
と
は
本
人
の
心
の

持
ち
方
や
、
努
力
次
第
で
変
わ

る
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
自
身

そ
の
人
の
心
の
豊
か
さ
に
頼
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

教
え
る
と
か
教
え
ら
れ
る
と
い

う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。

国
語
の
授
業
に
関
わ
ら
ず
、
そ

れ
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
表
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

物
語
を
聞
い
て
い
る
と
き

の
、
子
ど
も
の
顔
を
見
て
く
だ

さ
い
。
本
当
に
目
が
生
き
生
き

と
輝
い
て
い
ま
す
。
お
話
が
、

子
ど
も
た
ち
の
心
で
、
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
、
生
き
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

す。
肱
川
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

さ
ら
に
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち

に
な
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す。も
数
年
前
に
大
病
を
患
い
、
当

峙
は
希
望
を
失
い
か
け
、
自
分

は
こ
の
世
の
中
で
一
番
不
幸
な

人
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
仕
事
を
も
う
一
度
し

た
い
と
思
う
気
持
ち
が
強
く
、

必
死
で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま
し

た
。
現
在
で
は
周
リ
の
人
た
ち

の
温
か
い
思
い
や
リ
や
、
手
助

け
に
よ
リ
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
リ
ま
す
。
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
や
、
境
遇
が
違

い
ま
す
が
、
た
く
ま
し
さ
、
や

さ
し
さ
、
人
間
ら
し
さ
を
学
び

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
リ
ま
す
。
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み
な
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま

し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
お
正
月
は
い
か
が
お

す
ご
し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
も
、
青
年
団
活
動
を

色
々
と
掲
載
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
新
年
第
1
回
目
の

A
S
U
K
A
で
す
が
、
青
年

団
役
呈
の
皆
さ
ん
に
新
年
の

抱
負
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

青年団だより

風をおこして～

兵
頭

浩
次

団
活
動
に
多
く
の
若
者
が

参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
、
よ

ろ
し
い
な
。

団
員
の
み
な
ら
ず
み
ん
な

で
仲
良
く
い
ろ
い
ろ
な
活
動

が
で
き
た
ら
い
い
な
：0

松

森

智

治

今
年
も
、
町
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
本
真
由
美

中

川

直

美

他
町
村
の
青
年
団
と
交
流

や
情
報
交
換
を
し
て
、
新
し

い
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

白

岩

友

和

沖
野

団
員
数
が
増
え
て
、
甲
る

く
、
元
気
に
活
動
が
で
き
れ

ば
い
い
な
…
…
。谷

田

い
ろ
ん
な
事
に
挑
載
し
、

青
年
団
の
活
動
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

井

脇

清

美

平
成

14
年

12
月
8
日
、
健

康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
肱
川
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
た
＜

さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
。

我
々
、
青
年
団
は
、
こ
の

大
会
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
と
し
て
、
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
11"

舶

沖

田

修

団
昌
の
み
ん
な
で
、
楽
し

い
青
年
団
活
動
を
し
て
い
き

こ
＼
。
t
し

和
恵

第20回健康マラソン大会

第21回肱川駅 伝 大会

開催
さ

恵

み
ん
な
で
仲
良
く
楽
し
く

活
動
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
リ

た
い
で
す
。

今
年
の
青
年
団
も
笑
い
の

絶
え
な
い
楽
し
い
活
動
を
し

て
い
き
た
い
。

兵
頓
美
登
里

合
年
も
あ
っ
と
い
う
閏
に

過
ぎ
て
い
き
そ
う
で
す
が
、

幸
せ
な

1
年
に
し
た
い
で

す。

よ
リ
多
く
の
活
動
に
参
加

し
、
青
年
団
を
楽
し
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

宮
田

本
来
で
し
た
ら
、
青
年
団

29
名
全
昌
の
抱
負
を
掲
載
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
都
合

に
よ
リ

12
名
の
抱
負
し
か
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 光

山

田

典

弘

青
年
団
活
動
を
通
し
て
た

く
さ
ん
の
人
と
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
。

（
 

今
年
も
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
は
合
に
も
雨
が
降
リ
だ

し
そ
う
な
空
模
様
。
私
は
去

年
に
続
き
、
記
録
係
で
し
た
。

駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、

車
で
先
回
リ
。
ど
の
選
手
も

白
い
息
を
切
ら
し
な
が
ら
コ

ー
ル
し
、
走
リ
終
え
る
と
へ

ト
ヘ
卜
で
道
路
に
寝
転
ぶ
選

手
も
：
。
寒
い
中
、
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

清
美

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
月
の

A
S
U
K
A
は

い
か
が
で
し
た
か
。

2
0

0
3
年
第
1
回
と
い
う
こ

と
で
、
団
昌
の
み
な
さ
ん

に
合
年
の
抱
負
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
読
者
の
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
広
報
巫
昌
一
同

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
廂
い
し
ま
す
。
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こ協力ありがとうこざいました。

赤い羽根募金総額 777,375円

戸別募金

部落 金 額 部落 金額 部落 金額

小畑井 2,063 大 平 14,830 下嵯峨谷 1 5,500 
萩野 尾 2,000 大屋敷 9,000 下嵯峨谷2 500 
汗 生 15,000 木禾木 6,000 上嵯峨谷 5,500 
道野尾 18,501 肱 栄 7,000 菟野尾 9，ワ95
上森 山 6,500 大 和 15,000 橡の木瀬 2,000 
八重栗 4,500 中 野 34,850 柳 10,450 
山 槌 10,000 l」¥ 薮 23，ワ19 郷 8,000 
協 生 14,453 下 鹿 野 川 22,530 市之畦 ワ，000
寿...J.... 城 10,041 上 鹿 野 川 34,461 瓜生谷 . 9,000 
土ノヒ＼ 栄 31,200 牙 造 2,500 83J 8,500 
中居谷 23,383 見の越 3,000 藤野原 9,500 
白 石 9,000 月野尾 8,000 l」¥ 倉 2,500 
影 地 ワ，883 下敷水 6,500 中 津 8,600 

広 常 16,578 敷 水 10,000 
久 保 18,040 上敷水 4,500 J」¥ 計 477,877 

f
3
櫨
饂
鸞
よ
り

10
月

1
日
か
ら
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
肱
川
町
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
温
か
い
善
意
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
標
記
の
募
金
総
額
と
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

古職域・団体募金 唸学校募金（教職員を含む）

区分 金額 区分 金額

さわゆか成うンティア 15,200 （株）ひじ建 18,530 

街頭募金 48,564 ひまわリ商会 2,000 

老人クラブ 35,000 民 生委 員 15,500 

青 年 団 23,000 役 場職 員 20,000 

肱 流苑 8,000 肱川町議会 5,686 

肱川町社協 5,000 

上 田建設 10,000 J J ¥ 計 206,480 

区分 金額
中野幼稚園」＼学校 11,082 
正山 ク 15,392 
大谷 ク 5,026 
予子林 ク 5,213 
肱川中学校 9,628 
大洲局校肱川分校 11,000 

l」¥ 計 5ワ，341

げ 口 募 歪 35&乃l

濱田丸徳萬岡 あがり 方次のかヽ 芳

洋一寿晴嘉光 と2させ っら~ゞ 士心

様様様 ←̀:、 て ← 
さい寄
い た 付

大
洲
市
、
喜
多
郡
（
長
浜

町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
）
で

は
、
去
る

11
月

10
日
に
大
洲

喜
多
合
併
推
進
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、

4
市
町
村
の
合
併

に
対
す
る
意
見
が
明
確
に
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
も
社
会
福
祉

法
第

1
0
7
条
「
市
町
村
社

協
は
―
つ
の
市
町
村
を
単
位

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ

る
。
又
、
同
一
県
内
の
二
以

上
の
市
町
村
の
区
域
を
単
位

と
し
て
事
業
を
行
う
方
が
効

果
的
な
運
営
が
見
込
め
る
場

合
は
、
二
以
上
の
市
町
村
を

範
囲
と
す
る
社
会
福
祉
協
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
」
の
規
定
に
よ
り
、
必

然
的
に
合
併
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
大
洲
市
、
長
浜

町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の

4

社
協
も

4
市
町
村
の
合
併
に

併
せ
、

17
年

1
月
合
併
に
向

け
て

12
月

24
日
に

4
社
協
に

よ
る
大
洲
喜
多
社
会
福
祉
協

議
会
合
併
協
議
会
設
立
準
備

会
を
設
置
し
、
合
併
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

社
協
合
併
の
流
れ
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

l

合
併
協
議
会
設
立
準
備

会
設
置

平
成
14
年

1
2
月
2
4
日

↑
 

理
事
会
・
評
議
員
会
の

実
施

平
成

15
年

3
月
予
定

↑
 

社
協
合
併
協
議
会

平
成

15
年

4
月
予
定

↑
 

合
併
契
約
書
・
認
可
申

請
書
（
案
）
作
成

↑
 

所
轄
庁
と
の
事
前
協
議

↑
 

合
併
契
約
書
の
調
印

↑
 

所
轄
庁
へ
の
認
可
申
請

平
成
16
年

7
月
予
定

↑
 

所
轄
庁
の
認
可

平
成
16
年

9
月
予
定

↑
 

新
社
協
誕
生
（
設
立
登

記
・
解
散
登
記
）

平
成

17
年

1
月
予
定

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

社
協
合
併
に
つ
い
て
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②忌＠初レンジ-
保健衛生 保健センターも34-2340 2月の当直医

種別 日（耀） 19ゴ- 事

成 14 ~ 健康づくリ料理教室

人
20（木） 介護者教室

保

健 24（月）リハビリ敦室

12（水） ムシ歯予防教室

母

子
12（水）乳幼 児 健 康 診 査

保
13（木） 三種混合予防接種

健

19（水） 1 歳6 ヵ月児• 3歳児健診

燃やせないごみ

【収集日】 2月15日（土）

＊前日までに指定の場所へ

【収集地図
大和 中 野 ・下鹿野川

占鹿野） 1|．八重栗・上森山

只造・見の越 ・月野尾

正山地区 ・岩谷地区

予子林地区

古紙収集日

2月19日（水）

＊当日の朝 7時までに

指定の場所へ

犬とねこの引取日

2月4日（失）・ 18日（失）

＊当日の朝 9時までに

役場に連れてきてください。

19 I広報ひじかわ 238号

場 ・所 時 間
日（曜） 病院名 電話番号

2 （日）沢井小児科医院 24ーワ530

岩谷 公 民館 10: 00~15: 00 
亀井小児科医院 24-375? 

9 （日）
保健センター 9:30~11:30 石村病院 52-02ワ5

11侠） 池田皮泌科医院 24-3100 
保健センター 13: 00~16: 00 

般 16（日）藤本外科医院 24-2310 

保健センター 9:30~10:30 ． 23（日）泉内科医院 24-6407 

保健センター 13: 00~13: 30 
月・失 市立大 ｝州 病 院 24-2151 

救 水 力0 戸病院 24-5101 

保健センター 13: 30~14: 00 
急 木 大洲I記念病院 25-2022 

保健センター 13: 30~14: 00 金～日 大洲'|中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

行事予定表

4 ⑳ 肱川中学校少年式

11⑩ 消防出初式

12（水）人権同和教育指導者研修会

21海定例部落長会

28 ~税金等出張受け入れ

行政相談

【日時】

2月5日（水）

午後1峙30分～4時30分

【場所】 公 民 館 青 年 室

【相談昌】福田 保

心配ごと相談

2月5日（水）

［相談昌】福田 保 ・菅野桂子

2月20日（木）

【相談員】冨永 武治・三井久美子

【峙間】午後1時30分～4時30分

【場所】公民館青年室

社会保険一日出張相談所

尤州商工会議所

2月5日（水）・19日（水）

内子町商工会

2月6日（木）・20日（木）

人権相談所

2月4巳（火） 午前9時～12時

【場所】公民館

【相談員］人権擁護委員谷田 善和

ク 中塚忠

慶弔

■おすこやかに ■
かんた

宮崎幹太ちゃん（白石）

■おしあわせに ■
（森 巨人さん（上鹿野川）

河内香織さん（大洲市）

■やすらかに ■
知則さん (46歳・中居谷）

渭田 辰枝さん（87歳・かわかみ荘）

古野ツギヨさん (92歳・かわかみ荘）



｀
 ち力t拉） ーシヨン

愛●女性塾

- -9’--保養センター 鹿野川荘

松岡徳雄さん宅 道の駅清流の里ひじかわ

◎肱川町ホームページアドレス： http://www.town.hijikawa.ehime.jp

◎ ” (iモード対応） ：http://www.town.hijikawa.ehime.jp/i/ 2003. 1 I 20 


	20p用

